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石川県立門前高等学校 

〒927-2193 石川県輪島市門前町広岡 5の 3 

TEL:0768-42-1161   FAX:0768-42-0009 

ホームページ http://cms1.ishikawac.ed.jp/^monzeh/nc2/htdocs/ 

メールアドレス：monzeh@ishikawa-c.ed.jp 

 

～令和５年度 １０月～ 

 
選手宣誓 

 
綱引き 

体育祭 

９月２９日（金） 

 
スタートダッシュ走 

 
しっぽとり 

 
障害物競走 

 
玉入れ 

 
ダンス 

 
団対抗リレー 

 
水運び 

 
大玉ころがし

二度の延期の末、今年も楽しく 

体育祭を開催することができました。

生徒会を中心に、全校生徒で作り 

上げた体育祭では、生徒の皆さんが 

１１種目の競技に頑張る姿と互いに 

励まし合う姿を見ることができました。 

今年は赤組の勝利でした！ 

 
借り人競走 

 
輪投げ 

tel:0768-42-1161


 

 

  

１１月の主な行事予定 

１日 いしかわ教育ウィーク(～７日) 

３日 文化の日 

  ベネッセ総合学力テスト(1・2年) 

５日 英語検定２次試験 

６日 薬物乱用防止教室(1年)   

８日 新人大会(～１２日) 

１３日 修学旅行結団式 

    SMBC金融経済教育セミナー(3年) 

１４日 修学旅行（2年）(～１７日)  

１７日 全統プレ共通テスト①(3年) 

１８日 全統プレ共通テスト②(3年) 

２３日 勤労感謝の日 

２４日 公務員模試(2年) 

２６日 ビジネス文書実務検定 

２７日 思春期講座(3年) 

３０日 ２学期期末考査(～１２/５) 

「実りの秋ですっ！」                     畠 洋介 教頭先生 

4月に新入生 46名を迎え、今年度がスタートして半年が過ぎました。特に、昨年、 

今年と輪島市以外からの入学生が増え、いろいろな地域のいろいろな文化が混じり合

うようになりました。様々なことがあったと思いますが、夏休み明けに行われた文化祭

ではクラスの団結力が最高潮に高まり、体育祭や校内球技大会では異学年が交流す

ることによって全校生徒が一体となって行事を行うことができました。どの行事でも生

徒一人ひとりの笑顔がとてもキラキラと輝いていて、秋らしくとても清々しい行事だった

と思います。 

さて、「ダイバーシティ」という言葉を知っていますか？多様性を意味する用語で、ビ

ジネスの分野では年齢や性別、キャリアや価値観などが異なる人材を登用し、個々の

能力を最大限に生かす取り組みを指しますが、 ここ１、２年の本校も同じような環境と

いえるかもしれません。また「ＶＵＣＡ」（変動性・不確実性・複雑性・曖昧性の略）の時

代では創造力が大切だと言われますが、「創造」とはまったく新しいものを生み出すこ

とだけではなく、既存の或ものと或ものとが組み合わされて新たなものを生み出すこと

も「創造」だと言われています(スマホが良い例ですね)。そういった意味で、日ごろの

「総合的な探究の時間」や授業でのディスカッションによる「深い学び」は「創造」の可

能性を秘めています。本校にはいろいろな地域からいろいろな文化を携えた生徒が集

まってきていますから、もしかしたらとんでもないことができるかもしれません。 

秋の各種行事を通して学校のまとまり感が高まっています。食欲の秋でもありますが

実りの秋でもあります。いろいろな人の素敵なところを認め合い、高め合い、後半の学

校生活をクリエイティブに過ごしましょう！ 
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球技大会 
１０月１１日(水) 

男子はソフトボール、女子は 

バレーボールとキンボールを通して 

学年の垣根をこえて交流しました。 

 

ソフトボール部新人大会 

１０月 22日(日) 

試合結果 

門前・飯田・金沢西 0 ― 12金沢 

顧問の先生より 

ソフトボール部を再開するという希望を

持って入学してきた皆さん。６ヵ月間少人

数でよく練習に励みました。小幡さんが試

合後に振り返っていたように、合同チーム

でもできることはたくさんある。失策の無い

ゲームであったことがその証です。 

ソフトボールは、難しいけれど楽しい。支

えてくださる方たちへの感謝を胸に、より

一層努力できる皆さんであってください。 


